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研究成果の概要（和文）：我々は無数の香気成分に囲まれて生活しており、様々なかおりを知覚しながら毎日を
過ごしている。本研究の出発点となった疑問は、かおりとして知覚された後の香気成分の行方である。かおりと
して知覚され、肺に到達した香気成分はその後どうなるのであろうか。この疑問を解決するために、本研究は食
品香料として使用されているいくつかの香気成分をモデルにした体内動態解析を行った。その結果、複数の香気
成分が体内に移行し、臓器蓄積することを見出した。さらに、いくつかの香気成分は体内移行することを介し
て、生命活動に影響を及ぼしうることを見出した。

研究成果の概要（英文）：We live surrounded by countless scent components, and spend each day 
perceiving various scents. The starting question for this research was what happens to aroma 
components after they are perceived as a scent. What happens to the aroma components that are 
perceived as scent and reach the lungs? In order to resolve this question, this study conducted a 
pharmacokinetic analysis using models of several aroma components used as food flavorings. As a 
result, they discovered that multiple aroma components migrate into the body and accumulate in 
organs. Furthermore, we have found that some aroma components can affect life activities through 
their transfer into the body.

研究分野：血管生物学

キーワード： 香気成分

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
食品に含まれる香気成分が生命活動に影響を及ぼすことは古くから知られているが、本研究では、体内に移行し
た食品香気成分が直接に生命活動に影響しうることを示した。一部の香気成分に関しては、ヒトにも影響しうる
ことを実証した。本研究は、香りと生命活動の間に未解明の関係が存在することを示すものであり、基礎的な知
見の集積が必要であることを示す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
我々は無数の香気成分に囲まれて生活しており、様々なかおりを知覚しなが

ら毎日を過ごしている。本研究の出発点となった疑問は、かおりとして知覚され

た後の香気成分の行方である。かおりとして知覚され、肺に到達した香気成分は

その後どうなるのであろうか。研究の開発当初は食品香気成分の体内動態に関

する知見がほとんど存在しておらず、基礎研究の集積が必要な段階にあった。 

 
２．研究の目的 

 
本研究は食品香料として使用されているいくつかの香気成分をモデルにした

体内動態解析を行った。吸入後に体内移行することを確認した香気成分の一部

については、何らかの形で移行臓器に影響が及ぼされることが推測されるが、詳

細は不明である。そこで本研究では、体内移行性香気成分が生命活動に及ぼす影

響を評価することも目的とした。 

 
３．研究の方法 

  
 研究には、食品として用いられている香料を精製し、純度を高めたものを用

いた。フラスコ内で経時的に香料を吸入させたのち、血中や臓器に移行した香気

成分を GC-MSにて定量した。 
 体内移行性香気成分として見出したウコンが生体に及ぼす影響に関しては、

普通食と高脂肪食を摂取させたマウスを用いてウコン精油吸入の影響を評価し

た。すべての動物実験は、近畿大学動物実験委員会の承認を受けた後、規定に従

って行った(承認番号 KAAG-31-008)。 
体内移行性香気成分として見出したβ-カリオフィレンが生体に及ぼす影響に
関しては、ニコチン投与下でのクローブ精油吸入の影響を評価した。すべての動

物実験は、近畿大学動物実験委員会の承認を受けた後、規定に従って行った(承
認番号 KAAG-31-008)。 
 
４．研究成果 
 
ウコン精油を吸入させた群では、ウコン精油の主成分であるターメロンが血

中および様々な臓器で検出された。また、クローブ精油を吸入させた群では、β

-カリオフィレンが血中および様々な臓器で検出された。体内移行した香気成分
は、24 時間程度は体内に残存していた。これらの体内移行性香気成分の吸入が
生命活動に及ぼす影響を評価した結果、ターメロンを吸入させた群では、高脂肪

食誘導性の体重増加が抑制されることを見出した。体重増加が抑制された群で

は、白色脂肪組織の重量増加が抑制され、脂肪細胞の肥大化も抑制されていたが、

脂肪組織内の脂質蓄積関連タンパク質およびメッセンジャーRNAには顕著な変



動は観察されなかった。 
β-カリオフィレンを吸入させた群では、ニコチン誘導性の血管変性が抑制さ
れることを見出した。培養した大動脈にニコチンを添加し、大動脈変性が誘導さ

れる条件下でβ-カリオフィレン添加すると、ニコチン誘導性の大動脈変性が抑
制されたことから、β-カリオフィレンそのものが活性本体である可能性が示さ
れた。作用機構はまだ完全には解明できていないが、β-カリオフィレンは、い
くつかの受容体のリガンドとして作用することが報告されているため、受容体

を介した作用である可能性がある。 
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